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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期

第１四半期累計期間
第67期

第１四半期累計期間
第66期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

営業収益
(うち受入手数料)

(百万円)
2,547
(2,247)

2,422
(2,143)

10,739
(8,314)

純営業収益 (百万円) 2,519 2,398 10,617

経常損失(△) (百万円) △249 △268 △487

四半期(当期)
純損失(△)

(百万円) △292 △289 △725

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ─

資本金 (百万円) 12,272 12,272 12,272

発行済株式総数 (千株) 77,289 77,289 77,289

純資産額 (百万円) 28,252 27,261 27,724

総資産額 (百万円) 50,759 48,433 46,106

１株当たり四半期(当
期)純損失金額(△)

(円) △3.95 △3.91 △9.79

潜在株式調整後１株当
たり四半期(当期)純利
益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ― ― 3

自己資本比率 (％) 55.66 56.28 60.13

自己資本規制比率 (％) 589.8 603.6 634.0

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間等に係る主要な経営指標等の
推移については、記載しておりません。

２　営業収益には、消費税等は含まれておりません。
３　第66期及び第66期第１四半期累計期間並びに第67期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また潜在株式が存在しないため、
記載しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間のわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災による甚大な被害

と、東京電力福島第１原子力発電所の事故処理の遅れなどから、期初の景況感は一時的に大きく悪化しま

した。しかしその後、サプライチェーン(供給連鎖)の混乱で３月に著しく減少した輸送機械業界の生産が

５月に急速に改善するなど、国内製造業の生産活動は予想以上のペースで正常化へ向かいました。その一

方で、わが国の主要な輸出先である米国においては景気のスローダウンを示唆する経済指標の発表が相

次ぎ、中国においてもインフレ抑制のための利上げによる成長鈍化が懸念される状況となりました。

当第１四半期累計期間の国内株式市場は、日経平均株価が9,757円28銭でスタートし、決算発表の本格

化に伴い好業績銘柄が買われ、５月２日の取引時間中に10,017円47銭まで上昇しました。しかし、米国の

景気鈍化懸念やギリシャの債務不履行問題、新興国におけるインフレ懸念などから６月17日の取引時間

中に9,318円62銭まで約7.0％下落しました。その後、ギリシャ議会で財政再建計画が可決されたこともあ

り、６月末の日経平均株価は9,816円９銭まで持ち直しました。

このような環境下、当第１四半期累計期間の業績は、営業収益が24億22百万円(前第１四半期累計期間

比 95.1％)と減少し、営業収益より金融費用23百万円(同 84.2％)を控除した純営業収益は、23億98百万

円(同 95.2％)となりました。また、販売費・一般管理費は27億84百万円(同 97.4％)となり、その結果、営

業損失は３億86百万円(前第１四半期累計期間実績 営業損失３億41百万円)、経常損失は２億68百万円

(同 経常損失２億49百万円)、四半期純損失は２億89百万円(同 四半期純損失２億92百万円)となりまし

た。

主な概況は以下のとおりであります。

　

① 受入手数料：当第１四半期累計期間の受入手数料の合計は、21億43百万円(前第１四半期累計期間比

95.4％)となりました。

　

（委託手数料）　　　　　　

「委託手数料」は、８億７百万円(同 66.2％)となりました。これは、株券委託売買金額が1,351億円

(同 66.2％)と減少したことにより、株式の委託手数料が８億３百万円(同 66.3％)となったことによ

るものです。なお、債券の委託手数料は０百万円(同 8.3％)、その他の委託手数料は３百万円(同

48.3％)となりました。
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（引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料）

「引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料」は、０百万円(同 3.5％)となりました。

これは、主に株券の取扱実績がなかったことによるものです。なお、債券は０百万円(同 25.1％)となり

ました。

　

（募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料、その他の受入手数料）

主に投資信託の販売手数料で構成される「募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数

料」は、９億35百万円(同 140.8％)となりました。これは、リートや新興国のソブリン債を主な投資対

象とする投資信託の販売が好調だったことによるものです。また、「その他の受入手数料」は、ファン

ドラップ業務に係る報酬の増加等により４億円(同 113.0％)となりました。

　

② トレーディング損益：当第１四半期累計期間のトレーディング損益は、株券等は１億66百万円(前第

１四半期累計期間比 125.4％)、債券・為替等は31百万円(同 79.0％)となり、合計で１億98百万円(同

114.8％)となりました。

　

③ 金融収支：当第１四半期累計期間の金融収益は、信用取引収益や受取配当金の減少等により67百万円

(前第１四半期累計期間比 61.4％)、金融費用は信用取引費用や支払利息の減少により23百万円(同

84.2％)で差引収支は43百万円(同 53.5％)の利益となりました。

　

④ 販売費・一般管理費 ：当第１四半期累計期間の販売費・一般管理費は、賞与引当金繰入額などの人

件費が減少したことなどにより、27億84百万円(前第１四半期累計期間比 97.4％)となりました。

　

⑤ 特別損益：当第１四半期累計期間の特別利益は、投資有価証券売却益１億54百万円(前第１四半期累

計期間実績 ―百万円)等となりました。また特別損失は、投資有価証券評価損１億17百万円(同 ―百

万円)、減損損失51百万円(同 ５百万円)、固定資産廃棄損７百万円(同 ０百万円)等となり、差引22百

万円の損失(同 利益24百万円)となりました。

　
(2) 財政状態の分析

① 流動資産

当第１四半期会計期間の流動資産は、前事業年度に比べ25億68百万円増加し、391億46百万円となりま

した。これは、現金・預金が28億85百万円減少する一方、信用取引資産が24億41百万円、トレーディング商

品が23億93百万円増加したことなどによるものです。

　

② 固定資産

当第１四半期会計期間の固定資産は、前事業年度に比べ２億41百万円減少し、92億87百万円となりまし

た。これは、投資有価証券が１億52百万円、有形固定資産が46百万円、無形固定資産が41百万円減少したこ

となどによるものです。

　

③ 流動負債

当第１四半期会計期間の流動負債は、前事業年度に比べ28億27百万円増加し、178億73百万円となりま

した。これは、トレーディング商品が23億66百万円、預り金が３億70百万円増加したことなどによるもの

です。
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④ 固定負債及び特別法上の準備金

当第１四半期会計期間の固定負債及び特別法上の準備金は、前事業年度に比べ36百万円減少し、32億99

百万円となりました。これは、繰延税金負債が36百万円減少したことなどによるものです。

　

⑤ 純資産

当第１四半期会計期間の純資産は、前事業年度に比べ４億63百万円減少し、272億61百万円となりまし

た。これは、四半期純損失で２億89百万円、剰余金の配当で２億22百万円減少したことなどによるもので

す。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　
(5) 従業員数

当第１四半期累計期間において、従業員数の著しい変動はありません。

　
(6) 主要な設備

当第１四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計

画の著しい変更はありません。

　
(7) 経営成績に重要な影響を与える要因についての分析

当社の純営業収益は受入手数料、トレーディング損益、金融収支、その他の営業収益からなっておりま

す。当第１四半期累計期間のこれらの占める割合は受入手数料89.3％、トレーディング損益8.3％、金融収

支1.8％、その他の営業収益0.6％となっております。このことから当社の収益は受入手数料に依存してい

るといえます。

また受入手数料は、委託手数料、引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料、募集・売出

し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料、その他の受入手数料からなっており、これらの純営業収

益に占める割合は委託手数料33.6％、引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料0.0％、募

集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料39.0％、その他の受入手数料16.7％となってお

ります。 

委託手数料は株式市場の変動、特に売買代金に多大な影響を受けます。また、募集・売出し・特定投資

家向け売付け勧誘等の取扱手数料についても、投資信託の販売額が市場変動の影響を受けております。

一方、費用の大部分を占める販売費・一般管理費については、当社の場合、収入の増減との連動性は低

く、正比例的に増減するものではありません。以上のことから当社においては、委託手数料の増減が経営

成績に重要な影響を与えております。

従って、株式市場等の変動に当社の経営成績は重要な影響を受けております。

　
(8) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の運転資金は、主に借入金及び自己資本で賄っております。また、現金・預金については、当第１四

半期会計期間で75億11百万円有しており、今後の設備及び有価証券等への投資を考慮しても、十分な流動

性を確保していると考えております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 194,600,000

計 194,600,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,289,03377,289,033
東京証券取引所 
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 77,289,03377,289,033― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
　

(百万円)

資本金残高
　

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月30日 ─ 77,289 ─ 12,272 ─ 4,294

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿により記載

しております。

① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,133,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

73,526,000
73,526 ―

単元未満株式
普通株式

630,033
― ―

発行済株式総数 77,289,033― ―

総株主の議決権 ― 73,526 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式354株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
水戸証券株式会社

東京都中央区日本橋
２―３―10

3,133,000 ─ 3,133,000 4.05

計 ― 3,133,000 ─ 3,133,000 4.05

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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３ 【業務の状況】

(1)　受入手数料の内訳

　

期別 区分
株券
(百万円)

債券
(百万円)

受益証券
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

前第１四半期
累計期間

(自平成22年４月１日

至平成22年６月30日)

委託手数料 1,212 0 7 ─ 1,220

引受け・売出し・特定投資家
向け売付け勧誘等の手数料

7 1 ─ ─ 9

募集・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の取扱手数料

─ 5 659 ─ 664

その他の受入手数料 7 0 336 9 353

計 1,227 6 1,003 9 2,247

当第１四半期
累計期間

(自平成23年４月１日

至平成23年６月30日)

委託手数料 803 0 3 ― 807

引受け・売出し・特定投資家
向け売付け勧誘等の手数料

― 0 ― ― 0

募集・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の取扱手数料

― 3 932 ― 935

その他の受入手数料 6 0 391 1 400

計 809 3 1,327 1 2,143

　

(2)　トレーディング損益の内訳

区分

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

株券等 134 △1 133 129 36 166

債券等 46 △6 40 33 △2 31

為替等 ― △0 △0 0 △0 △0

計 181 △8 172 163 34 198
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(3) 自己資本規制比率

　

区分
前事業年度

(平成23年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

基本的項目(百万円) (A) 27,502 27,261

補完的項目
(百万円)

その他有価証券
評価差額金(評価益)等

　 ― ―

金融商品取引責任準備金等 74 74

一般貸倒引当金 　 ― ―

計 (B) 74 74

控除資産(百万円) (C) 5,775 5,683

固定化されていない自己資本の額(百万円)
(A)＋(B)－(C)

(D) 21,801 21,652

リスク相当額
(百万円)

市場リスク相当額 　 424 495

取引先リスク相当額 　 281 337

基礎的リスク相当額 　 2,732 2,754

計 (E) 3,438 3,586

自己資本規制比率(％)　　(D)／(E)×100　 634.0 603.6

 (注) 金融商品取引法第46条の６第１項の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」の定めにより、決算

数値をもとに算出したものであります。 

前事業年度の市場リスク相当額の月末平均額は593百万円、月末最大額は657百万円、取引先リスク相当額の月末

平均額は355百万円、月末最大額は413百万円であります。

当第１四半期会計期間の市場リスク相当額の月末平均額は509百万円、月末最大額は531百万円、取引先リスク相

当額の月末平均額は335百万円、月末最大額は347百万円であります。

　

(4) 有価証券の売買等業務の状況

①　有価証券の売買の状況(先物取引を除く)

当第１四半期累計期間及び前第１四半期累計期間における有価証券の売買の状況(先物取引を除

く)は次のとおりであります。

(イ)　株券

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第１四半期累計期間
(自　平成22.４.１
　至　平成22.６.30)

203,955 609,582 813,538

当第１四半期累計期間
(自　平成23.４.１
　至　平成23.６.30)

135,116 238,006 373,122
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(ロ)　債券

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第１四半期累計期間
(自　平成22．４．１
　至　平成22．６．30)

36 108,232 108,269

当第１四半期累計期間
(自　平成23．４．１
　至　平成23．６．30)

5 37,941 37,946

　

(ハ)　受益証券

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第１四半期累計期間
(自　平成22．４．１
　至　平成22．６．30)

1,969 38,928 40,897

当第１四半期累計期間
(自　平成23．４．１
　至　平成23．６．30)

598 59,233 59,831

　

(ニ)　その他

　

期別 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

前第１四半期累計期間
(自　平成22．４．１
　至　平成22．６．30)

─ ─ ─

当第１四半期累計期間
(自　平成23．４．１
　至　平成23．６．30)

― ― ―

　

②　証券先物取引等の状況

当第１四半期累計期間及び前第１四半期累計期間における証券先物取引等の状況は次のとおりで

あります。

(イ)　株式に係る取引

　

期別

先物取引(百万円) オプション取引(百万円)
合計
(百万円)

受託 自己 受託 自己

前第１四半期累計期間
(自　平成22．４．１
　至　平成22．６．30)

418 3,842,194 2,972 ─ 3,845,586

当第１四半期累計期間
(自　平成23．４．１
　至　平成23．６．30)

― 2,817,534 464 ─ 2,817,998
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(ロ)　債券に係る取引

　

期別
先物取引(百万円) オプション取引(百万円)

合計
(百万円)

受託 自己 受託 自己

前第１四半期累計期間
(自　平成22．４．１
　至　平成22．６．30)

─ 1,187,900 ─ ─ 1,187,900

当第１四半期累計期間
(自　平成23．４．１
　至　平成23．６．30)

─ 665,973 ─ ─ 665,973

　

(5) 有価証券の引受け及び売出し並びに特定投資家向け売付け勧誘等並びに有価証券の募集、売出し及び

私募の取扱い並びに特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いの状況

当第１四半期累計期間及び前第１四半期累計期間における有価証券の引受け及び売出し並びに特

定投資家向け売付け勧誘等並びに有価証券の募集、売出し及び私募の取扱い並びに特定投資家向け売

付け勧誘等の取扱いの状況は次のとおりであります。

①　株券

　

期別
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第１四半期累計期間
(自　平成22．４．１
　至　平成22．６．30)

204 2 ─ ─ 200 ─ ─

当第１四半期累計期間
(自　平成23．４．１
　至　平成23．６．30)

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

　

②　債券

　

期別 種類
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第１四半期

累計期間

(自　平成22.４.１

　至　平成22.６.30)

国債 ─ ─ ─ 2,258 ─ ─ ─

地方債 200 ─ ─ 200 ─ ─ ─

特殊債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

社債 250 ─ ─ 250 ─ ─ ─

外国債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

合計 450 ─ ─ 2,708 ─ ─ ─

当第１四半期

累計期間

(自　平成23.４.１

　至　平成23.６.30)

国債 ─ ─ ─ 967 ─ ─ ─

地方債 150 ─ ─ 150 ─ ─ ─

特殊債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

合計 150 ─ ─ 1,117 ─ ─ ─
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③　受益証券

　

期別
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第１四半期累計期間
(自　平成22.４.１
　至　平成22.６.30)

─ ─ ─ 91,739 ─ ─ ─

当第１四半期累計期間
(自　平成23.４.１
　至　平成23.６.30)

─ ─ ─ 117,086 ─ ― ─

　

④　その他

　

期別 種類
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の総額

(百万円)

募集の
取扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の
取扱高
(百万円)

特定投資家向

け売付け勧誘

等の取扱高

(百万円)

前第１四半期

累計期間

(自　平成22.４.１

至　平成22.６.30)

コマーシャル

・ペーパー
6,500 ─ ─ ─ ─ 6,500 ─

外国証書 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

当第１四半期

累計期間

(自　平成23.４.１

至　平成23.６.30)

コマーシャル

・ペーパー
3,100 ─ ─ ─ ─ 3,100 ─

外国証書 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
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第４ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」(平成19年内閣府令第52号)及び「有価証券

関連業経理の統一に関する規則」(昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規則)に準拠して作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金・預金 10,396 7,511

預託金 9,200 8,803

トレーディング商品 3,226 5,620

商品有価証券等 ※1
 3,226

※1
 5,542

デリバティブ取引 － 78

約定見返勘定 － 34

信用取引資産 12,267 14,709

信用取引貸付金 11,512 11,859

信用取引借証券担保金 754 2,849

募集等払込金 1,009 1,846

未収還付法人税等 12 21

その他の流動資産 464 599

流動資産計 36,577 39,146

固定資産

有形固定資産 4,130 4,084

建物 2,356 2,324

その他（純額） 1,774 1,759

無形固定資産 461 420

投資その他の資産 4,936 4,782

投資有価証券 3,704 3,552

長期差入保証金 880 881

その他 369 366

貸倒引当金 △18 △18

固定資産計 9,528 9,287

資産合計 46,106 48,433
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（単位：百万円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

トレーディング商品 9 2,376

商品有価証券等 ※1
 9

※1
 2,312

デリバティブ取引 － 64

約定見返勘定 22 －

信用取引負債 985 1,094

信用取引借入金 208 262

信用取引貸証券受入金 777 831

預り金 8,242 8,612

受入保証金 1,348 1,231

短期借入金 3,240 3,240

未払法人税等 51 20

賞与引当金 469 180

災害損失引当金 163 153

その他の流動負債 514 964

流動負債計 15,046 17,873

固定負債

長期未払金 357 354

繰延税金負債 96 59

退職給付引当金 2,450 2,451

資産除去債務 306 307

その他の固定負債 51 50

固定負債計 3,260 3,224

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 74 74

特別法上の準備金計 74 74

負債合計 18,381 21,172

純資産の部

株主資本

資本金 12,272 12,272

資本剰余金

資本準備金 4,294 4,294

その他資本剰余金 4,342 4,342

資本剰余金合計 8,637 8,637

利益剰余金

その他利益剰余金 7,904 7,392

別途積立金 8,247 7,247

繰越利益剰余金 △342 144

利益剰余金合計 7,904 7,392

自己株式 △1,009 △1,009

株主資本合計 27,804 27,292

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △80 △31

評価・換算差額等合計 △80 △31

純資産合計 27,724 27,261

負債・純資産合計 46,106 48,433
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

営業収益

受入手数料 2,247 2,143

委託手数料 1,220 807

引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘
等の手数料

9 0

募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等
の取扱手数料

664 935

その他の受入手数料 353 400

トレーディング損益 ※1
 172

※1
 198

金融収益 109 67

その他の営業収益 17 13

営業収益計 2,547 2,422

金融費用 28 23

純営業収益 2,519 2,398

販売費・一般管理費

取引関係費 302 304

人件費 1,563 1,431

不動産関係費 370 384

事務費 373 388

減価償却費 123 116

租税公課 66 53

その他 60 105

販売費・一般管理費計 2,860 2,784

営業損失（△） △341 △386

営業外収益

受取配当金 56 76

雑収入 ※2
 36

※2
 41

営業外収益計 92 117

営業外費用

雑損失 ※3
 0

※3
 0

営業外費用計 0 0

経常損失（△） △249 △268

特別利益

金融商品取引責任準備金戻入 49 0

投資有価証券売却益 － 154

投資有価証券受贈益 105 －

特別利益計 154 154

特別損失

投資有価証券売却損 － 0

投資有価証券評価損 － 117

固定資産廃棄損 0 7

減損損失 ※4
 5

※4
 51

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 123 －

特別損失計 130 176

税引前四半期純損失（△） △224 △291

法人税、住民税及び事業税 5 5

法人税等調整額 62 △7

法人税等合計 68 △1

四半期純損失（△） △292 △289
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【追加情報】

　
当第１四半期累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準)

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
※１　商品有価証券等の内訳
　

　 前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

(資産) 　 　

　株券 0百万円 2,307百万円

　債券 3,226 3,234

　その他 0 0

　計 3,226 5,542

　 　 　

(負債) 　 　

　株券　 ―百万円 2,312百万円

　債券　 9 ―

　計 9 2,312
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(四半期損益計算書関係)

　
※１　トレーディング損益の内訳
　

　 　前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
  至　平成23年６月30日)

株券等 　 　

　実現損益 134百万円 129百万円

　評価損益 △1 36

債券等 　 　

　実現損益 46 33

　評価損益 △6 △2

為替等 　 　

　実現損益 ― 0

　評価損益 △0 △0

　計　 172 198

　
※２　雑収入の内訳
　

　 　前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
  至　平成23年６月30日)

受取賃貸料 25百万円 24百万円

その他　 　11 16

計 36 41

　
※３　雑損失の内訳
　

　 　前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
  至　平成23年６月30日)

その他　 0百万円 0百万円

計 0 0

　
※４　減損損失
　

　 　前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
  至　平成23年６月30日)

建物 ―百万円 29百万円

構築物 ― 1

器具備品 ― 20

土地 5 ―

計 5 51

　

茨城県稲敷市の遊休資産である土
地については、帳簿価額に対して市
場価格が下落しているため、帳簿価
額を回収可能価額まで減額し、当該
減少額５百万円を減損損失として特
別損失に計上しております。
なお、当資産の回収可能価額は正

味売却価額により測定しており、固
定資産税評価額に基づいた時価を適
用しております。

下館支店、取手支店、勝田支店、足
利支店、横浜支店の営業店舗(建物、
構築物、器具備品)については、営業
活動から生じる損益が悪化している
ことから、帳簿価額を回収可能価額
まで減額し、当該減少額51百万円を
減損損失として特別損失に計上して
おります。
なお、当資産グループの回収可能

価額は使用価値により測定してお
り、将来キャッシュ・フロー見込が
マイナスであるため零としておりま
す。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に

係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　  前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

 当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
  至　平成23年６月30日)

減価償却費 123百万円 116百万円

　

(株主資本等関係)

　

前第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 185 2.5平成22年３月31日 平成22年６月28日

　
当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 222 3.0平成23年３月31日 平成23年６月27日

(注)　１株当たり配当額３円のうち0.5円は創業90周年記念配当であります。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、投資・金融サービス業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載しておりま

せん。

　

(デリバティブ取引関係)

前事業年度末(平成23年３月31日)

　

対象物の種類 取引の種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

株式 株価指数先物取引　 　 　 　

　 　売建 ― ― ―

　 　買建 ― ― ―

　
当第１四半期会計期間末(平成23年６月30日)

対象物の種類が株式であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当

該取引の契約額その他の金額に前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

対象物の種類 取引の種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

株式 株価指数先物取引　 　 　 　

　 　売建 8,577 △54 △54

　 　買建 8,042 68 68

(注)　株価指数先物取引の時価の算定方法は、主たる金融商品取引所が定める清算指数によっております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △3円95銭 △3円91銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(△)(百万円) △292 △289

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る
四半期純損失金額(△)(百万円)

△292 △289

普通株式の期中平均株式数(千株) 74,162 74,155

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月２日

水戸証券株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    奈    尾    光    浩    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    藤    　    武    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている水戸

証券株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第67期事業年度の第１四半期会計期間(平成

23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期

財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、水戸証券株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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